
第 36回日本環境感染学会総会・学術集会

イブニングセミナー５

【参加方法】本セミナーにご参加いただくには、学会参加登録が必要となります。詳細につきましては、学会ホームページをご確認ください。

【イブニングセミナー整理券配布に関して】　日時：9月 19日（日）14：00～ 16：30　　場所：1号館 1Fアトリウム

共　催：第 36回日本環境感染学会総会・学術集会 / 日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

2021年9月19日 （日）　17: 00～17:50日　時

第 10会場（名古屋国際会議場 2号館 2F 会議室 222･223）
＊Web開催併用　（ Q&Aセッション時：逐次通訳あり ）

会　場

第１部 – 講演

第 2部 – 座談会

演　題

テーマ

CLEAN3スタディ
～ 末梢静脈カテーテル関連合併症予防におけるカテーテルケアアプローチの有効性
および皮膚消毒効果の評価を目的とした大規模ランダム化比較試験の結果～

合併症リスク低減のための輸液管理バンドルアプローチ

1）合併症の認識、トラッキング実施等、輸液管理上の課題
2）医療施設における取り組み事例　※加古川中央市民病院での取り組み
3）臨床の実態に則した最適な輸液管理実現に向けて

演　者

座　長

登壇者１

講演概要

オリバー ミモズ 先生
ポワティエ大学医学薬学部　麻酔・集中治療・救急医学 教授 ・ ポワティエ大学病院　救急部長

矢野  邦夫 先生
浜松市感染症対策調整監　浜松医療センター　感染症管理特別顧問

中村  造 先生
学校法人東京医科大学　東京医科大学病院　

感染制御部・感染症科　准教授・副部長

＊日本内科学会総合内科専門医・指導医

＊日本感染症学会感染症専門医・指導医・評議員

登壇者 2 竹内  久枝 先生
地方独立行政法人加古川市民病院機構

加古川中央市民病院　医療安全管理部　

院内感染対策室 副室長・看護師長
＊感染管理認定看護師

PIVC（末梢静脈カテーテル）関連の合併症予防におけるカテーテルケアアプローチの有効性および皮膚消毒剤の効果を
評価することを目的に行った、大規模ランダム化比較試験「CLEAN3」の概要と結果についてご紹介いただきます。
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